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　はじめに
　平成28年度の全国大会は、11月10・11日

（木・金）の2日間の日程で、三重県津市の三
重県総合文化センター内の男女共同参画セ
ンター「フレンテみえ」を会場に開催します。
　今年は「博物館でアーカイブズ」を大会
テーマに、5つの研修会と委員会報告・活動
報告、そして大会テーマ研究会（2報告・討論）
で構成しました。
１　大会テーマについて
　三重県では、平成26年4月に公文書館機
能を整備した三重県総合博物館 MieMu（み
えむ）が開館しました。前身の三重県立博
物館は、1953年東海地方初の総合博物館と
して全国の県立博物館の先駆けともなりま
した。文系・理系の垣根を無くした総合博
物館の理念を継承し、公文書館機能も加え
た形での三重県総合博物館 MieMu の設置
は、博物館におけるアーカイブズの在り方
の一事例として示唆を与えてくれるのでは
ないかと思います。
　また、「博物館でアーカイブズ」を考える
ことも、今大会でねらうことであります。
博物館とアーカイブズ（文書館・公文書館）

は、ともに資料を保存・活用する機関ですが、
単に収集する資料の種類が違うということ
で無く、社会における役割は明確に異なり
ます。今回、博物館の施設や機能、活動を
学ぶことで、それぞれの役割を再確認し、
そこからそれぞれの特徴を活かした有機的・
実践的な連携の在り方に迫っていけるので
はないかと考えます。
２　�研修会、委員会報告、大会テーマ研究
会について

　初日（10日）は、視察も含めた5つの研修
会を開催します。視察（研修Ａ）では三重
県総合博物館 MieMu を見学します。計画段
階より公文書館機能を大きな柱の一つとし
て開館した総合博物館のバックヤードを実
際に見ることができる貴重な機会です。
　研修会（研修Ｂ～Ｅ）は、入門編として

「組織におけるアーカイブズの役割」、応用
編として「展示照明としてのLEDを考える」、
公文書編として「太宰府市における行政文
書の保存と公文書館の役割」、地域史料編と
して「伊勢商人長谷川治郎兵衛家資料調査
の概要」の4つの講義を設定しました。各講
師それぞれの実践に基づく内容は、必ずや
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参加者の業務改善や課題解決に示唆をあた
えてくれるものと思います。
　2日目（11日）は、委員会報告として全史
料協調査・研究委員会より、今期に取り組
んだ、学校アーカイブズや地域の組織・団
体アーカイブズの調査について、その成果
を報告してもらいます。また、活動報告と
して、青木睦理事から取り組まれている災
害対応活動の概要について、会長事務局よ
り国立公文書館が進める「アーキビストの
職務基準」制定の動きに対する全史料協の
対応について話してもらいます。　
　大会テーマ研究会では、報告①として、
三重県総合博物館の取り組みについて説明

してもらい、報告②では、郷土博物館内に
アーカイブズセンターを設置した公文書館
機能の取り組みとして、戸田市立郷土博物
館の現状と課題を発表してもらいます。そ
の後、これらの事例を踏まえて、討論をし
ながら、博物館でのアーカイブズについて
その意義や課題などについて考えを深めて
いけるものと思います。
　おわりに
　三重県では、この5月に各国の首脳を招い
て「伊勢志摩サミット」が開催されました。
山の幸、海の幸ともに豊かな三重県に是非お
越しください。 （文責　藤谷　彰、小高哲茂）

◆ ◆ ◆　会　員　動　向　◆ ◆ ◆

区　　分 H28.2.1 現在 入会 退会 H28.9.1 現在
機　関　会　員 136 2 2 136
個　人　会　員 299 4 8 295
合　　　　　計 435 6 10 431

◎新規会員
　（１）機関会員 中之条町歴史と民俗の博物館「ミュゼ」［群馬県］
 堺市役所総務局行政部法制文書課［大阪府］
　（２）個人会員 松浦　勉［茨城県］、千野　亮［千葉県］、井戸田史子［兵庫県］、藤岡一昭［東京都］
　　　　＊敬称略。退会者と変更事項については省略しました。

■	編　集　後　記	■
　会報第100号をお届けします。熊本地震と被災文化財保全の動向・公文書館機能他充実した内
容と100号を記念してミニ特集も組入れました。会報・会誌は会員の皆様の投稿で成り立ってお
ります。皆様の投稿をお待ちしています。なお pdf 公開へ向けての同意書もお願いします。（あ）

全国歴史資料保存利用機関連絡協議会　会報100号　　2016（平成28）年9月30日発行

 全史料協事務局　埼玉県立文書館 〒330-0063　さいたま市浦和区高砂4-3-18
  TEL：048-865-0112　FAX：048-839-0539
 広報・広聴委員会事務局　福井県文書館 〒918-8113　福井市下馬町51-11
  TEL：0776-33-8890　FAX：0776-33-8891


